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研究成果の概要（和文）：本研究は、水災害と津波災害の被災地でアンケート調査を実施した複数の先行研究を
集め、メタ分析を行なった。メタ分析の結果、災害発生時の避難心理に関わる３要素と各要素の促進・抑制要因
を見出し、それをもとに避難の意思決定モデルを構築した。また、実験を通して、自治体が発令する避難指示な
どの呼びかけ文を命令調・単文化することで聞き手に切迫感を喚起しうることが明らかとなり、避難意思決定に
おける要素の１つである「危険認知」を促進することを考察した。

研究成果の概要（英文）：This study conducted a meta-analysis by collecting multiple previous studies
 reporting survey results about evacuation from the areas affected by water and tsunami disasters. 
As a result of the meta-analysis, we found three major factors related to evacuation psychology in 
the event of a disaster and accompanying factors that promote or suppress each major factor. Based 
on these factors, an evacuation decision-making model was constructed. In addition, through the 
experiment conducted in this study, it has become clear that it is possible to arouse more sense of 
urgency to the listeners by announcing an evacuation order issued by the local government, which 
sounds with the tone of command and short simple sentence structures. Such way of evacuation order 
announcement can be considered to promote the awareness of danger which is one of the major factors 
in the evacuation decision-making model constructed in this study.

研究分野：音声学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまであまり取り上げられてこなかった避難の呼びかけの言語学的構成要素に焦点を当て、避難の
意思決定モデルという心理学的な領域への影響を考察した点で、意義があると考える。ここで言う言語学的構成
要素とは、「避難せよ」などの命令調と文章の構成が主語と述語それぞれ１つずつからなる単文のことである。
これらの要素が聞き手に危機感を喚起し、避難の意思決定の重要な要素である「危険認知」の促進要因になるこ
とが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

 

 

１．研究開始当初の背景 

 

 本研究は、平成２６年採択の科学研究費助成を受けた先行研究（課題番号：26370490、研究
科題名：「自然災害発生時の避難勧告・指示文の分類と言語学的分析」）とその２次的研究（財団
法人河川情報センター研究助成課題番号：第 27-8 号、研究科題名：「水災害避難伝達文の言語学
的分析」）の成果を踏まえ開始された。 

 大規模な災害が発生する度、被災地での避難率の低さが問題になり、避難率を高めるための方
策が話題になる。治水工事や砂防工事、スーパー堤防などの大規模インフラ整備は莫大な費用と
時間がかかるため、これらハード対策だけではなく、避難訓練や防災教育、災害情報などの「比
較的すぐできる」ソフト対策が重要になってくる。自然災害発生時に自治体が住民に対して行う
避難指示等の呼びかけも大切な災害情報の１つである。筆者らが行った先行研究では、自治体が
作成した呼びかけ文を言語学的に分析し、問題点を指摘し、改善のための提言を行った。ここか
ら更に一歩進め、避難の意思決定のプロセスに避難呼びかけ文の言語学的要素がどのように働
くかを検証することにした。 

  

 

２．研究の目的 

 

 被災地でのアンケート調査の結果を含むさまざまな先行研究を見ると、避難行動に至らない
原因がいろいろ見えてくる。例えば、正常化バイアスが働き、「自分のところまで被害が及ぶと
は思わなかった」「被害が想像できなかった」といった危険認知の欠如や、「避難の呼びかけを知
らなかった」「避難勧告の意味がわからなかった」といった情報の欠如、「要介護者や家畜、ペッ
トがいるため逃げられなかった」「避難ルートが危なかった」といった世帯属性や環境などの要
因が挙げられる。そこで、本研究の目的の第一は、まず避難呼びかけの受け手側に焦点を当て、
危険認知から実際の避難行動に至るまでの心理的プロセスモデルの構築を試みることであった。
そして、第二の目的として、このプロセスにおいて避難呼びかけ文の言語学的構成要素がどのよ
うな心理的影響を与えるか実験を通して考察した。 

 

 

３．研究の方法 

 
 研究は、２つの調査を柱に進められた。 
 
（１）避難の意思決定モデルの構築 
 
 水災害と津波災害の被災地でアンケート調査を実施した先行研究を集め、各々の災害につい
て 10 文献ずつ、合計 20 文献を参照しメタ分析を行なった。メタ分析の目的は、災害の種類、
被災地、回答者が異なる複数のアンケート結果から避難心理や避難行動に関する共通項目を見
つけ出し整理することによって、災害発生時の避難心理に関わる要素と影響を与える要因を特
定することである。 

 まず、既往文献のアンケート回答部分を調べ避難心理や避難行動に関する項目を合計で 139

件抽出した。次に、関連項目を整理し、避難の意思決定に関わる３要素○1「危険認知」○2「他者
の存在・行動」○3 「避難の難易度」を特定した。「危険認知」とは、災害情報を取得し理解する
ことによって、自身に迫っている危険を認識する認知行動を指す。「他者の存在・行動」は、近
隣・家族・町内会・消防等から危険について知らされたり、避難を促されたり、逆に抑えられた
りすることで自身の避難意思に影響が出ることを言う。○1 の「危険認知」が自発的、能動的であ
るのに対し○2 の「他者の存在・行動」は他者から影響を受けることを意味するので受動的要素と
なる。第３に、「避難の難易度」とは、避難所までの交通手段・ルートや避難所の開設の有無な
ど、いざ避難行動をする際にどの程度の困難を伴うかという環境・状況に関わる外部的要素であ
る。また、139 項目を要素ごとにグループ化した上で共通項を見出し、各要素に影響を与える要
因について検討した。避難の意思決定にプラスに作用していれば促進要因、マイナスに作用して
いれば抑制要因とした。その後、避難の意思決定に関わる３要素と各要素の促進・抑制要因を取
り入れた避難の意思決定モデルを構築した。 

  

（２）避難呼びかけ文の音声聴取実験と災害知識・経験に関するアンケート調査 

 
 2017 年の研究当初では、避難呼びかけ文の音声聴取実験とアンケート調査は、被験者を一ヶ
所に集め、対面で実施する予定だった。しかしながら、コロナ禍のため対面調査が難しい状況が
続き、試行錯誤の結果、調査の一部を学術研究面で実績のあるオンライン調査会社に委託するこ
とになった。実験計画・実験のデザインと刺激の作成・アンケート設問作成は筆者らが行い、被



 

 

験者募集と実験・アンケートの実施は、オンライン調査会社が請け負った。 
 国内の 20〜60 代の男女各 200 名計 400 名を対象に、「です・ます」調の典型的な避難指示文
（以降「標準型」と呼ぶ）と標準型の文章を単文化・命令調化した避難指示文（以降「単文・命
令型」と呼ぶ）の２種類を刺激として作成して、音声聴取実験を行った。音声聴取後、被験者は
アナウンスの内容の理解度を測る質問と音声の「わかりやすさ・危機感の喚起の度合い」につい
ての評価に関する質問に答えた。その後、被験者の防災知識や防災に対する意識、被災経験、望
ましい避難呼びかけに関する意見を収集するアンケートに回答してもらった。 
 
４．研究成果 
 
（１）避難の意思決定モデルの構築 
  
 メタ分析の結果、○1「危険認知」に関わる促進/抑制要因として「災害情報の取得・周囲の状況
把握」「脅威評価」「防災知識・準備」「災害経験」の４つが挙げられた。○2「他者の存在・行動」
への促進/抑制要因は「直接的情報伝達」「近隣の避難目撃・助け合い」「地域の結束」「世帯属性」
が明らかになった。最後に○3 「避難の難易度」の促進/抑制要因として「周囲の環境・状況」と
「避難場所」であることがわかった。 

 メタ分析の結果をもとに、中村(2008:157-159)のオーバーフロー・モデルを援用しながら、避
難意思決定モデルを考えた（図１）。この図では、「危険認知」「他者の存在・行動」「避難の難易
度」の３要素が避難の意思決定に関わることを示している。それぞれの要素を空気入れに喩えて、
各要素から空気が意思決定の風船に入っていくイメージである。各要素には促進・抑制要因が伴
い、プラスまたはマイナスの方向に影響する。促進の場合は空気入れのハンドルが速く上下して
より多くの空気を送り、抑制の場合は空気の量が少なくなると想定する。空気が十分に入り限界
を超えたところで風船が割れ、避難の意思決定がなされる仕組みである。この避難の意思決定モ
デルは、中村(2008:157-159)のオーバーフロー・モデルに依拠しながら、社会的・心理的要因に
影響される人間の行動意図を予測する理論的枠組みを示した Ajzen(1991:93)の Theory of 

Planned Behavior にも類する。Theory of Planned Behavior は、「ある行動についての行為者
による好意的または否定的な評価」「行動を起こす、もしくは、起こさないことに対する社会的
な圧力の認識」「行為可能性の認識」が行動意図に影響を与え、意図が十分に醸成されると行動
が起きると想定している。「行為者による評価」を「危険認知」、「社会的な圧力」を「他者の存
在・行動」、「行為可能性の認識」を「避難の難易度」に置き換えると、Theory of Planned Behavior

の理論的枠組みの中で、避難行動に特化した本研究の意思決定モデルを構築することができる
と考えた。 

 

図１避難の意思決定モデル 

 

 
（２）避難呼びかけ文の音声聴取実験と災害知識・経験に関するアンケート調査 

 

 まず、内容の理解度については、「標準型」と「単文・命令型」どちらも４割程度の低い正答

率で、刺激音声間での有意差は見られなかった。口調と構文の違いはあるが、どちらの刺激音声

も同じ内容の災害情報を数多く含んでいたことから、１度アナウンスを聞いたくらいでは、内容

の把握が難しかったのではないかと考えられる。しかしながら、刺激音声のタイプと性別の間に

交互作用が認められ、女性の被験者では「単文・命令型」より「標準型」の方が有意に正答率が

高かった。印象評価の中の「内容のわかりやすさ」の評価点は、「標準型」と「単文・命令型」

でほぼ同じであり、「単文・命令型」の方がわかりやすいという結果は出なかった。その後のア



 

 

ンケート結果を見ても、女性は、緊急時においても命令調のような強い口調を好まない傾向があ

ることを示している。 

 統計的分析は現在行なっているところだが、平均値で見ると、危機感や緊急性の喚起について

は、「単文・命令型」の方が評価が高かった。また、「標準型」と「単文・命令型」を両方提示し

て、読んで評価してもらったところ「単文・命令型」の方が良いとする回答数が「標準型」の約

２倍であり、その理由は「危機感を喚起する」「強い口調で聞く気になる」などが多かった。「避

難するきっかけになるものは」という自由記述のアンケート回答では、「身の危険を感じること」

「警報や避難指示の発令」「周囲の状況が危ない」などが多く挙げられていた。統計分析の結果

を待たなければ確証とはならないが、現時点では、これらの結果を総合すると、避難の呼びかけ

を「単文・命令型」にすることで、先に述べた避難の意思決定モデルの要素の１つである「危険

認知」を促進する効果があり、避難行動につながりやすいことを示唆している。 

 本研究は、これまであまり取り上げられてこなかった避難の呼びかけの言語学的構成要素に

焦点を当て、避難の意思決定モデルという心理学的な領域への影響を考察した点で、意義がある

と考える。今回は、声のピッチや話速といった呼びかけ音声の音響的構成要素の影響までは考察

できていないため、今後はこの点にフォーカスして研究を充実させていきたい。 
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